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足
元
の
地
底
深
く
、
暗
闇
に

広
が
る
自
然
の
地
下
空
洞
。
か

つ
て
そ
こ
に
は
水
が
豊
富
に
流

れ
、
地
上
に
生
き
る
人
々
の
生

活
を
潤
し
た
。
し
か
し
今
や
こ

の
天
然
の
恵
み
は
涸
れ
果
て
、

底
に
筋
状
の
紋
様
を
残
す
の
み

で
あ
る
。
地
下
水
を
汲
み
上
げ

て
い
た
井
戸
の
タ
ン
ク
の
蛇
口

か
ら
は
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
滴
る

ほ
ど
に
し
か
水
は
出
ず
、
や
が

て
そ
れ
も
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

「
グ
リ
ー
ン
が
狙
っ
て
い
た
の

は
石
油
じ
ゃ
な
く
、
水
だ
つ
た

ん
だ
。
ダ
ム
で
水
を
堰
き
止
め
、

人
為
的
に
水
不
足
を
起
こ
し
て

い
る
」
す
べ
て
を
悟
っ
た
瞬
間
、
Ｍ

Ｉ
６
の
課
報
部
員
ジ
ェ
ー
ム
ズ

・
ポ
ン
ド
は
こ
う
叫
ん
だ
。
彼

が
追
う
秘
密
組
織
の
幹
部
が
政

情
不
安
の
ポ
リ
ビ
ア
で
支
配
し

よ
う
と
し
て
い
た
利
権
は
、
石

油
で
も
、
天
然
ガ
ス
で
も
な
く
、

今
や
世
界
中
で
払
底
の
危
機
が

叫
ば
れ
る
水
資
源
だ
っ
た
。

こ
れ
は
映
画

『０
０
７
　
慰

め
の
報
酬
」
（２
０
０
８
年
）
の

佳
境
で
明
か
さ
れ
る
秘
密
組
織

の
謀
略
で
あ
る
。
実
際
の
世
情

を
反
映
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
だ
が
、

水
不
足
は
何
も
南
米
の
貧
困
国

に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
か
の

中
国
を
は
じ
め
、
世
界
中
の
国

々
で
死
活
問
題
と
化
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
近
い
将
来
の
日

本
と
て
例
外
で
は
な
い
の
だ
。

世
界
各
地
で

″
水
の
奪

い
合

い
″
が
起
こ
り
、
日
本
も
無
縁

で
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

＊

「水
目
当
て
に
ち
が
い
な
い
」

外
国
資
本
が
日
本
の
水
源
林

を
買
収
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

久
し
い
。
昨
年
秋
、
北
海
道
の

あ
る
不
動
産
業
者
は
中
国
人
を

現
地
に
案
内
し
た
が
、
沢
の
位

置
を
何
度
も
確
認
し
て
い
た
の

で
、
こ
う
思
っ
た
と
い
う
。

群
馬
県
嬌
恋
村
の
浅
間
山
麓

に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
投
資
家

が
購
入
し
た
林
地
が
あ
る
。
取

引
が
あ
っ
た
の
は
２
０
１
１
年

９
月
、
広
さ
は
約
４
管
″
。
嬌

恋
村
は
届
け
出
書
類
を
見
て
、

初
め
て
売
買
の
事
実
を
知

っ
た
。

こ
の
土
地
に
は
隣
接
地
か
ら
湧

き
出
す
水
の

「湧
出
量
の
４
分

の
１
」
を
使
用
す
る
権
利
が
設

定
さ
れ
て
い
た
。
付
近
に
は
村

の
上
水
道
の
水
源
地
も
あ
る
。

水
利
権
所
有
者
に
直
接
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

「
会
社
を
売

っ
て
く
れ
な

い

か
」同
年
春
、
北
海
道
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水
販
売
会
社
に
外
国
人

投
資
家
か
ら
買
収
の
話
が
舞
い

込
ん
だ
。

「金
は
い
く
ら
で
も
出
す
と
い

う
。
目
的
は
水
利
権
だ
っ
た
」

会
社
幹
部
は
こ
う
振
り
返
る
。

昨
年
５
月
に
発
表
さ
れ
た
国

土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
の
調

実
は
日
本
か
ら
海
外
へ
の
水

輸
出
量
は
増
え
て
い
る
。
財
務

省
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
日
本

か
ら
輸
出
さ
れ
る
水
は
こ
の
３

年
間
で
３

・
７
倍
に
な
っ
た
。

中
国
へ
の
輸
出
に
限
る
と
７

・

６
倍
と
い
う
激
増
ぶ
り
だ

（上

の
表
参
照
）。

た
と
え
ば
、
静
岡
県
の

「
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
会
社
は
、

中
国
の
富
裕
層
を
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
宅
配
水
事
業
に

乗
り
出
し
て
い
る
。
上
海
市
で

査
に
よ
る
と
、
２
０
１
１
年
１

月
～
１２
月
の
外
国
資
本
に
よ
る

国
内
の
森
林
買
収
は
計
１
５
７

（♭
。
こ
れ
に
対
し
、
「表
に
出

て
い
る
数
字
は
氷
山
の
一
角
。

外
資
の
土
地
購
入
に
引
き
続
き

警
戒
が
必
要
」
と
い
う
声
が
あ

る

一
方
で
、
「
わ
ず
か
な
土
地
取

引
に
神
経
質
に
な
り
過
ぎ
。
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
る
ほ
う
が

心
配
」
、
「
日
本
は
海
外
か
ら
の

投
資
が
少
な
い
。
外
国
人
に
土

地
や
水
を
売

っ
て
こ
そ
地
域
経

済
が
活
性
化
す
る
」
と
い
う
意

見
も
よ
く
開
か
れ
る
。

現
地
法
人
を
設
立
し
、
富
士
山

麓
で
採
取
し
た
水
を

「富
士
思

源
」
の
プ
ラ
ン
ド
名
で
８
鰐
入

り
の
ポ
ト
ル
で
宅
配
す
る
。
価

格
は
１
本
１
８
０
元

（約
２
９

０
０
円
）。
現
地
の

一
般
的
な

宅
配
水
に
比
べ
高
価
だ
が
、
日

本
の
安
全

・
安
心
な
イ
メ
ー
ジ

で
需
要
を
掘
り
起
こ
し
た
い
考

え
だ
。
沖
縄
県
大
宜
味
村
で
取
水
し

た
飲
料
水

「大
宜
味
長
寿
水
」

を
製
造

・
販
売
す
る

「ブ
ル
ー
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流
出
す
る
日
本
の
水
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積が
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
」
は
、
今
年
６

月
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ヤ

・
ア
ク
ア
社
と
製
造
プ
ラ
ン
ト

と
飲
料
水
の
販
売
契
約
を
交
わ

し
た
。
今
後
は
、
水
不
足
の
広

が
る
中
東
全
城
や
北
ア
フ
リ
カ

に
輸
出
す
る
計
画
が
あ
り
、
今

年
度
の
決
算
売
上
げ
高
１０
億
円

を
目
指
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
の

「
ト
ー
エ
ル
」

は
、
長
野
県
大
町
市
の
子
会
社

工
場
で
、
水
道
水
源
に
も
な

つ

て
い
る
北
ア
ル
プ
ス
の
湧
き
水

を
原
料
に
ポ
ト
ル
入
り
飲
料
水

を
製
造
し
て
い
る
。
今
年
８
月
、

こ
の
飲
料
水
「信
濃
湧
水
」
の
販

売
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
始
め
た
。

そ
こ
を
皮
切
り
に
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
に
販
路
を
広
げ
る
計
画
だ
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
水
は
プ

ラ
ン
ド
カ
が
あ
り
、
強
力
な
輸

出
商
品
に
な

っ
て
い
る
。
死
活

的
な
水
不
足
に
陥

っ
て
い
る
海

外
の
国
々
か
ら
す
れ
ば
、
垂
涎

の
的
と
い
う
わ
け
だ
。

合
法
的
な
売
買
ゆ
え
盲
点
と

な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
日

本
か
ら
の
水
資
源
の
流
出
に
は

違
い
な
い
。
外
国
資
本
が
水
を

外
に
持
ち
出
す
こ
と
に
眉
を
ひ

そ
め
る
人
た
ち
も
、
日
本
企
業

に
よ
る
輸
出
で
あ
れ
ば
歓
迎
す

る
こ
と
が
多

い
。
日
本
経
済
に

と

っ
て
プ
ラ
ス
と
考
え
る
か
ら

だ
。
た
だ
し
短
期
的
に
は
利
益

を
上
げ
ら
れ
る
が
、
長
期
的
に

見
れ
ば
、
汲
み
上
げ
す
ぎ
て
地

下
水
が
枯
渇
し
な
い
か
重
大
な

疑
間
が
残
る
の
で
あ
る
。

＊

東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
下

水
利
用
は
活
発
に
な

っ
た
。
震

災
後
の
１
年
間
で
掘
ら
れ
た
井

戸
の
数
は
分
か

っ
て
い
る
だ
け

で
２
万
本
に
上
る
。
企
業
の
地

下
水
利
用
の
増
加
、
既
存
ボ
ト

ル
水
メ
ー
カ
ー
の
増
産
、
ポ
ト

ル
水
事
業

へ
の
新
規
参
入
等
が

原
因
だ
。
地
下
水
を
利
用
す
る

と
、
企
業
は
コ
ス
ト
削
減
に
な

る
。
水
を
大
量
に
使
用
す
る
企

業
、
ホ
テ
ル
、
病
院
に
は
水
に

か
か
る
コ
ス
ト
を
減
ら
し
た
い

と
い
う

ニ
ー
ズ
が
以
前
か
ら
あ

っ
た
。
か
つ
て
の
地
下
水
利
用

は
農
工
業
用
や
空
調
利
用
な
ど
、

飲
用
以
外
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

ろ
過
技
術
の
進
歩
で
飲
用
が
可

能
に
な

つ
た
の
だ
。
静
岡
県
の

あ
る
病
院
関
係
者
が
語
る
。

「水
道
水
か
ら
地
下
水
に
替
え

た
結
果
、
年
間
約
５
０
０
万
円

の
経
費
節
減
が
で
き
ま
し
た
」

水
道
は
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
に

残
し
て
い
る
が
、
普
段
は
全
面

的
に
地
下
水
に
頼
り
、
年
間
に

使
う
約
３
万
４
０
０
０
ト
ン
の
水

の
コ
ス
ト
が
半
分
以
下
に
な

っ

た
と
い
う
。
こ
う
し
た
企
業
が

増
え
る
反
面
、
大
口
需
要
者
を

失

っ
た
水
道
事
業
者
の
経
営
は

逼
迫
し
て
い
る
。

地
下
水
利
用
が
活
発
に
な
る

中
で
、
気
に
な
る
の
は
地
下
水

の
管
理
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
だ
。
河
川
水
、
湖

沼
水
な
ど
地
表
水
は

「公
の
も

こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
ず
る
清
ら
か
な
水
。
そ
れ
は

未
来
永
劫
、
日
本
人
の
生
活
を
潤
す
多天
然
の
恵
み
ク

と
思
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
地
下
水
が
減
少
の

一
途
を
辿
っ
て
い
る
事
実
を
ご
存
知
か
。
水
問
題
に

詳
し
い
ジ
ャ
‥
ナ
リ
ス
ト
の
橋
本
淳
司
氏
が
枯
渇
ヘ

と
突
き
進
む
水
資
源
の
危
機
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
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５
肝
も
地
下
水
位
が
低
下
！

の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
河
川

法
」
に
基
づ
い
て
水
利
権
が
設

定
さ
れ
、
利
用
す
る
に
は
河
川

管
理
者
の
許
可
が
必
要
だ
。
し

か
し
そ
の

一
方
で
、
実
は
地
下

水
に
は
明
確
な
決
ま
り
ご
と
が

な
い
。
現
状
は
、
民
法
第
２
０

７
条
の

「
土
地
の
所
有
権
は
、

法
令
の
制
限
内
に
お
い
て
、
そ

の
土
地
の
上
下
に
及
ぶ
」
と
い

う
規
定
を
元
に
、
土
地
を
所
有

す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
下
に
あ

る
地
下
水
は
自
由
に
汲
み
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
と
解
釈
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
外
資
に

よ
る
水
源
地
の
買
収
も
進
み
、

大
量
取
水
さ
れ
る
危
険
性
に
対

抗
し
て
地
下
水
を
守
る
必
要
も

あ

っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
数
年
来
、

自
民
・民
主
な
ど
超
党
派
の
『水

制
度
改
革
議
員
連
盟
』
が
、
地

下
水
を

「
公
の
も
の
」
と
位
置

づ
け
た

「水
循
環
基
本
法
案
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
地
下
水
を
管
理

・
保
全
す
る

た
め
の
法
律
が
な
い
と
い
う
の

は
驚
く
べ
き
こ
と
で
、
盲
点
で

し
た
。
法
整
備
が
喫
緊
の
課
題

と
な

っ
て
い
た
」
（法
案
策
定

に
携
わ
っ
た
川
端
達
夫

・
元
総
務

大
臣
）
法
案
は
修
正
を
重
ね
、
紆
余

曲
折
を
経
て
、
今
年
６
月
の
通

常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
地
下

水
を
政
府
や
自
治
体
と
し
て
守

る
、
極
め
て
重
要
な
法
案
だ
が
、

衆
議
院
は
通
過
し
た
も
の
の
、

参
議
院
で
は
首
相
問
責
決
議
案

が
可
決
さ
れ
る
与
野
党
の
泥
仕

合
が
展
開
さ
れ
、
審
議
も
さ
れ

ず
廃
案
に
な

つ
て
し
ま

っ
た
。

当
初
の
水
循
環
基
本
法
案
で

は
、
地
表
水
だ
け
で
な
く
地
下

水
、
海
水
な
ど
を
す
べ
て

「
公

水
」
と
定
義
し
、
政
府
に

「水

循
環
庁
」
を
新
設
、
流
域
自
治

腰
の
重
い
国
に
し
び
れ
を
切

ら
し
、
独
自
に
条
例
作
り
に
動

き
出
し
た
自
治
体
も
あ
る
。
条

例
は
３
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

「
土
地
取
引
ル
ー
ル
」
、
「
地
下

水
採
取
ル
ー
ル
」
、
「地
下
水
洒

養
ル
ー
ル
」
で
あ
る
。

土
地
取
引
ル
ー
ル
の
代
表
は
、

「
北
海
道
水
資
源
の
保
全
に
関

す
る
条
例
」
（２
０
１
２
年
４
月

１
日
施
行
）。
北
海
道
で
は
水

源
周
辺
で
利
用
目
的
の
明
ら
か

体
が
統
合
的
に
管
理
す
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
地
下
水
を
大
量
に
使
う
産

業
界
の
反
発
、
所
管
法
令
と
の

整
合
性
を
理
由
に
疑
義
を
唱
え
、

既
得
権
益
を
守
ろ
う
と
す
る
各

省
庁
か
ら
異
論
が
相
次
ぎ
、
法

案
は
骨
抜
き
に
な

つ
た
経
緯
が

あ
る
。
そ
れ
で
も
、
「水
は
国
民

共
有
の
貴
重
な
財
産
Ｌ
国
や
地

方
自
治
体
は
、
水
循
環
に
影
響

を
及
ぼ
す
利
用
に
つ
い
て
適
切

な
施
策
を
講
じ
る
」
旨
、
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
成
立
す
れ
ば
、

地
下
水
保
全
に
取
り
組
む
自
治

体
の
後
ろ
盾
と
な
る
筈
だ

っ
た
。

で
な
い
大
規
模
な
土
地
取
引
も

あ
り
、
多
く
の
市
町
村
が
懸
念

を
表
明
し
て
い
た
。
そ
こ
で
道

は
土
地
取
引
に
ル
ー
ル
を
定
め

た
。
ま
ず
、
水
資
源
保
全
地
域

を
指
定
。
指
定
さ
れ
た
区
域
内

の
土
地
の
権
利
を
移
転

・
設
定

す
る
場
合
、
土
地
所
有
者
は
契

約
の
３
カ
月
前
ま
で
に
届
出
を

行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
水

源
地
の
売
買
が
規
制
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
土
地
取
引

の

「見
え
る
化
」
が
狙
い
だ
。

こ
の
タ
イ
プ
の
条
例
は
、
長
野

県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
な
ど
Ｈ

道
県
（
２
０
１
３
年
７
月
現
在
）

で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に

特
徴
的
な
の
は
、
長
野
県
が
届

出
情
報
の

一
部
を

（個
人
が
特

定
さ
れ
な
い
範
囲
で
）
県
Ｈ
Ｐ

や
出
先
機
関
で
事
前
公
表
す
る

規
定
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
だ
。

所
有
権
が
移
転
す
る
前
に
地
域

住
民
と
情
報
共
有
す
る
こ
と
が

目
的
で
、
全
国
初
の
取
り
組
み

だ
。地
下
水
採
取
ル
ー
ル
の
代
表

は
、
熊
本
県
の

「改
正
地
下
水

保
全
条
例
」
（２
０
１
２
年
４
月

１
日
、
１０
月
１
日
施
行
）
だ
ろ

つヽ
。

地
下
水
を
大
口
取
水
す
る
事
業

者
は
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な

っ
た
。
こ
の
条
例
で
は
地
下
水

を

「私
の
水
」
で
は
な
く

「公

共
の
水
」
と
し
て
い
る
。

条
例
改
正
の
き

っ
か
け
は
、

地
下
水
減
少
と
い
う
予
想
し
て

い
な
か

っ
た
現
実
に
直
面
し
た

こ
と
だ
。
熊
本
県
の
２
０
０
８

年
度
の
地
下
水
採
取
量
は
１
億

８
０
０
０
万
ト
ン
で
１７
年
前
の
７５

％
に
減
少
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

地
下
水
位
は
低
下
し
た
。
県
所

管
の
観
測
用
井
戸
で
１
９
８
９

年
と
２
０
１
０
年
の
水
位
を
比

較
す
る
と
、
「水
ど
こ
ろ
」
と
し

て
有
名
な
熊
本
市
周
辺
地
域
、

阿
蘇
外
輪
山
西
麓
の
台
地
部
で

は
‐４
あ
る
井
戸
の
う
ち
１２
の
井

戸
で
水
位
が
４
～
５
房
も
低
下

し
た
の
だ
。

「毎
日
使

っ
て
い
る
水
が
ゆ

っ

く
り
と
減
り
始
め
て
い
る
。
何

の
手
も
打
た
な
け
れ
ば
、
将
来

的
に
は
枯
渇
し
て
し
ま
う
こ
と

が
わ
か

っ
た
」
（県
担
当
者
）

同
様
の
現
象
は
長
野
県
安
曇

野
市
で
も
起
き
た
。
１
９
８
６

年
と
２
０
０
７
年
の
二
度
に
わ

た

っ
て
実
施
さ
れ
た
地
下
水
位

調
査
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
地
下

水
位
の

「等
高
線
」
を
引
く
と
、

騎
年
に
比
べ
て
０７
年
の
水
位
は

明
ら
か
に
下
が

っ
て
い
た
。

「失
わ
れ
た
水
量
は
２‐
年
間
で

１
億
２
５
０
０
万

ン
ト
に
上
る
。

１
年
当
た
り
に
す
る
と
平
均
６

０
０
万

ン
ト
の
水
が
失
わ
れ
て
い

る
と

い
う

こ
と
で
す
」
（市
の

担
当
者
）

日
本
各
地
で
地
下
水
が
減

っ

て
い
る
原
因
は
、
田
ん
ぼ
と
い

う
酒
養
装
置
が
減

っ
た
こ
と
だ
。

酒
養
と
は
、
地
表
の
水
が
土
壌
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に
し
み
込
み
、
地
下
水
に
な
る

こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
水
稲
作

付
面
積
は
、
１
９
６
９
年
に
は

３
１
７
万
衿
″
あ

っ
た
。
そ
れ

が
ど
ん
ど
ん
減
り
、
１
９
８
２

年
に
は
２
２
３
万
衿
″
に
な
り
、

２
０
１
２
年
は
つ
い
に
１
５
２

万
衿
″
と
半
減
し
て
し
ま

っ
た
。

田
ん
ぼ
に
張

っ
た
水
は
、
少
し

ず

つ
地
中
に
し
み
込
む
。
そ
の

量
は
土
壌
の
質
に
よ

っ
て
変
わ

る
が
、
平
均
的
に
は
１
日
に
２

彙
ン
程
度
と
さ
れ
、
１
衿
″
当
た

り
２
０
０
ト
ン
の
水
が
し
み
込
む
。

稲
作
期
間
を
１
０
０
日
と
考
え

る
と
、
そ
の
間
に
１
衿
″
当
た

り
２
万

ン
ト
の
水
が
地
下

へ
し
み

込
む
こ
と
に
な
る
。

か

つ
て
３
１
７
万
衿
″
の
田

ん
ぼ
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

地
下
に
し
み
込
ん
だ
水
は
年
間

６
３
４
億

ン
ト
。
そ
れ
が
２
０
１

２
年
は
３
０
４
億

ン
ト
と
３
３
０

億

ン
ト
も
減

っ
た
こ
と
に
な
る
。

失
わ
れ
た
地
下
水
３
３
０
億

ン
ト

の
水
を
、
仮
に
１
膨
１
０
０
円

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
と
し
て
売

っ
た
と
す
る
と
３
３
０
０
兆
円

も
の
巨
額
の
収
入
に
な
る
。

今
年
３
月
１５
日
に
公
表
さ
れ

た
政
府
の

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ

年
間
１
７
０
０
ミリの
雨
を
活
か
せ

る
影
響
の
試
算
」
に
よ
れ
ば
、

米
は
３２
％
の
生
産
量
減
少
と
と

も
に
２
７
０
万

ン
ト
が
輸
入
さ
れ

る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
約

５０
万
（
腸

の
田
ん
ぼ

で
水
稲
の
栽
培
を
や
め
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
５０
万
（
わ

の
地

自
治
体
の
地
下
水
保
全
ル
ー

ル
の
な
か
で
も
重
要
な
の
が
、

こ
の
地
下
水
涵
養
で
あ
る
。
熊

本
県
で
は
地
下
水
を
利
用
す
る

自
治
体
や
企
業
か
ら
協
力
金
を

集
め
、
そ
れ
で
涵
養
事
業
を
行

う
仕
組
み
を
作

っ
た
。
協
力
農

家
を
探
し
、
稲
作
を
行

っ
て
い

な
い
時
期
に
川
か
ら
田
ん
ぼ
に

水
を
引
き
、
地
下
水
洒
養
す
る
。

そ
の
費
用
を
協
力
金
で
ま
か
な

う
。
転
作
田
で
も
地
下
水
酒
養

は
で
き
る
。
大
豆
や
ニ
ン
ジ
ン

は
ま
る
ま
る
１
年
間

つ
く
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
春

ニ
ン
ジ
ン
の
収
穫
と
、

冬

ニ
ン
ジ
ン
の
作
付
け
の
あ
い

だ
に
水
を
張
る
こ
と
は
で
き
る
。

世
界
的
に
水
不
足
が
深
刻
に

な
る
な
か
で
、
日
本
に
は
年
間

１
７
０
０
ミリ
と
い
う
雨
量
が
あ

下
水
洒
養
水
量
は
年
間
１
０
０

億

ン
ト
に
達
す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
議

論
の
な
か
で
は

「米
を

つ
く
る

工
場
」
と
し
か
見
ら
れ
て
い
な

い
田
ん
ぼ
に
は
、
水
を
育
む
機

能
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

る
た
め
、
こ
の
天
然
の
恵
み
を

き
ち
ん
と
酒
養
す
れ
ば
、
将
来

に
わ
た

っ
て
地
下
水
を
持
続
的

に
活
用
で
き
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
海
外
、
と
り
わ
け
中

国
の
水
不
足
問
題
が
対
岸
の
火

事
で
は
な
く
、
我
が
国
に
も
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い

実
情
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

日
本
の
企
業
活
動
は
他
国
の

水
に
依
存
し
て
い
る
。
日
経
平

均
２
２
５
社
の
水
の
使
用
割
合

の
調
査
に
よ
る
と
、
世
界
の
委

託
先
を
含
め
た
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ

ー
ン
全
体
で
見
れ
ば
、
日
本
国

内
で
の
使
用
は
約
２５
％
に
過
ぎ

ず
、
約
７５
％
は
他
国
の
水
に
頼

っ
て
い
る
の
だ
。
将
来
確
実
に

訪
れ
る
世
界
各
地
の
水
不
足
は
、

経
済
活
動
に
お
け
る
コ
ス
ト
高

に
つ
な
が
り
、
日
本
企
業
に
と

っ
て
も
余
所
事
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。

現
在
は
、
多
く
の
日
本
企
業

が
中
国
に
製
造
拠
点
を
集
積
さ

せ
て
い
る
。
し
か
し
当
地
の
水

不
足
は
苛
烈
を
極
め
る
。
水
不

足
対
策
と
し
て
中
国
政
府
が
海

外
企
業
に
責
任
を
転
嫁
し
、
厳

し
い
対
応
を
求
め
始
め
れ
ば
、

対
策
費
や
そ
う
し
た
活
動
に
必

要
と
な
る
人
件
費
の
増
加
に
苛

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
必
至

だ
。
深
刻
度
が
増
し
て
い
る
地

下
水
汚
染

へ
の
対
応
な
ど
も
要

求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
品
目

に
よ

っ
て
は
、
日
本
で
生
産
し

た
方
が
安
く
な
る
製
品
も
出
て

く
る
だ
ろ
う
。

日
本
企
業
の
な
か
に
は
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
生
産
現
場

を
日
本
に
回
帰
さ
せ
る
こ
と
を

検
討
し
始
め
る
と
こ
ろ
も
出
て

き
た
。
日
本
に
生
産
拠
点
を
移

転
し
、
雇
用
創
出
を
行
い
、
国

内
で
地
下
水
洒
養
な
ど
水
保
全

活
動
に
取
り
組
む
。
地
下
水
洒

養
ル
ー
ル
は
、
地
下
水
を
活
用

す
る
企
業
活
動
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
持
続
可
能

な
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
経
営
を
う

な
が
す
も
の
だ
。
向
い」
う
１
０

０
年
と
い
う
時
間
軸
で
水
を
使

え
る
環
境
を
維
持
で
き
る
。

「世
界
で
最
も
価
値
の
あ
る
資

源
な
ん
だ
」

冒
頭
で
紹
介
し
た

『
０
０

７
』
で
秘
密
組
織
の
幹
部
が
い

み
じ
く
も
こ
う
評
し
た

ク水
亀

日
本
で
は
、
地
下
水
に
関
し
て

海
外
企
業
の
権
利
売
買
に
関
し

て
は
神
経
を
尖
ら
せ
、
議
論
が

な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国

内
企
業
が
大
量
に
利
用
し
な
が

ら
ど
う
保
全
し
て
い
く
か
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
国
と
し
て
何

も
政
策
が
持
て
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
。
枯
渇
と
い
う
最
悪
の

事
態
を
招
か
ぬ
よ
う
、
表
流
水

と
地
下
水
を
い
か
に

一
体
的
に

守
り
、
管
理
し
て
い
く
か
、
利

用
の
持
続
可
能
性
を
保

っ
て
い

く
か
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
保

全
を
目
的
と
し
た
体
系
的
な
ル

ー
ル
作
り
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
「水
循
環
基
本
法
」
の

一
日
も
早
い
成
立
、
施
行
が
求

め
ら
れ
る
所
以
だ
。
さ
ら
に
詳

し
く
水
資
源
を
め
ぐ
る
問
題
を

知
り
た
い
方
に
は
、
拙
著

『日

本
の
地
下
水
が
危
な
い
』
（幻

冬
舎
新
書
）
も
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

1簿:朝:謝1潮
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